
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

まだまだコロナへの油断は禁物ですが、やっと経済が回り出してきたようです。海外からも観光客が日本に戻ってきていて、明るい
兆しが見えてきているように感じています。 

また、海外同様に日本もかなり物価高になってきているところで増税という声も聞こえだしていて、「会社経営のかじ取りがさらに難
しくなってきたぞ～」とやや凹みがちに思う一方、ビジネスのやり方は YouTube や ChatGPT といった無料 IT ツールの活用などを
含めると、１０年前とは比べ物にならないくらい間口とチャンスが広がっていることに目を向けるとワクワク感が上がってきます。 

コロナをきっかけに IT 活用が一段と進んだ結果、社会のシステムがゴロンゴロンと大きく変わりました。お年寄りの IT 利用が危惧
されていたことがありますが、ファミリーレストランでタブレットを操作しながら注文している方々も結構お見掛けするので、生活
環境で IT ツールに何度も触れていくことで日常の道具としてすでに認知、活用ができているのかと感じます。 

そうした光景に出会うたびに、人間は本当に環境に柔軟に適用する能力が高いのだと思うのです。私たちの先祖が生き延びてきた
のもまさに環境へ適応してきた結果にほかなりません。 

外部からくる変化に嫌々でも、少しづつ、小さく分解して、早めに咀嚼して飲み込んでいくと、嫌だと感じるレベルが下がり、結
果として変化に適応できるのではないかと思います。そうした活動はクリエイティブな活動であり、大きな飛躍への一歩となるは
ずです。 

硬いものは衝撃を受けると割れやすく、やわらかいものは衝撃を吸収して割れにくい。 

２０２４年は頭を柔軟に、かつ強かに生きていきます。新年もどうぞよろしくお願いいたします。 

ニュースレター限定 社長コラム 

『2024 年あけましておめでとうございます。』 

代表取締役 近藤 千奈美 
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A.では今回は「ペン」以外の知っていて得するオフィス用品の英語表現を学んでいきましょう。 

・ノートパソコン‥"laptop" 

 "lap"（膝）の"top"（上）に乗せられる PC と考えるとイメージがしやすいです。
"laptop"よりも小型の PC は"notebook"と呼ぶことが多いです。 

・段ボール‥"cardboard box" 

"cardboard"は「厚紙、ボール紙」という意味です。日本語の「段ボール」という言葉の
由来は、切断面が段々になっていることと"cardboard"の"board"の発音が「ボール」に
変化したからと言われています。 

・ガムテープ‥"packing tape/duct tape 

"gummed（粘着性のある） tape"という英語表現が日本語の「ガムテープ」の元となっ
ていますが呼称としては"packing tape"あるいは"duct tape"が一般的です。 

・ホチキス‥"stapler"  
日本語の「ホチキス」は、明治時代にアメリカの E. H. Hotchkiss 社の紙綴器が日
本に輸入されてからこの製品が社名で呼ばれるようになったのが由来です。ちなみ
にホチキスの針は英語で"staple"と言います。 

 
オフィス関連の備品も和製英語かどうかの判断が難しい表現が多いです。商標が普通名詞になったり、伝来の過程で元の言葉の発音が
変化したりして和製英語が生まれることがよくあります。これを機に身の回りのものの語源を調べてみるのも面白そうですね。 

 

HP にバックナンバーが

掲載されています♪ 

Q:前回は「ペン」に関する英語を学びましたが、その他のオフィス用品の英語表現も知りたいです。 


